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1 ま え が き

需要想定業務における時系列整備，二次加工処
理といった膨大な手作業業務を極力機械吸収して
省力化をはかり，あわせて，より効果的な需要収
入想定を可能とする ことを主なねらいとして，

「需要想定ジステム」を開発したのでここにその
概要を紹介する。

2 システムの特微
(1)マン ー マジン システム
計算機を対話型で使用するので，結果がすぐに

得られる。さらに，その結果を検討し再度計算を
行うといったフィ ー ドパック型処理ができる。

(2)図形出力と漢字表示
グラフィック・ディスプレィを採用しており計

算結果のグラフ表示ができる。また，画面の表示
に漢字を使用している。

(3)操作の簡便性
メニュ 一 方式による処理の指示と，画面の階層

的展開 (77画面）によって，簡単に操作できる。
(4)セキュリティ機能
パスワ ー ドの採用で機密保持を図っている。

3 システムの概要
(1)ジステムの構成
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デー タバンク
構築処理システム
（パッチ・モ ー ド）

----j----
分析想定

処理システム
（デマンド・モー ド）

第 1図システムの構成
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(2)デークバンク構築処理ジステム

営業統計システムの実績テープおよびカ....ドか

ら，需要分析想定に必要な諸元を抽出・編集して，
デ ー クパンクを構築する。

(3)分析想定処理ジステム
デ ー クバンクをもとに，需要分析想定業務を，

グラフィック・ディスプレィを用いて会話形式で
処理する。主な機能を第1表に示す。

計算
季節調整計算，回帰分析，四則演算

加工
時系列比較計算，需要数前月差想定計算

処理
想定変数項目の算出，集計，全社積上げ
管理資料作成

表示 時系列表示，断面表示，構成比表示支店
処理 （社）比較表示

保存
計算結果（想定，個別，中間デーク）の

修正 保存

処理
異常値修正後デークの登録・修正
想定テ・ークの修正・消去

第 1表分析想定処運の主な機籠

(4)デ ー クバンクの内容
デークバンクは

①需要収入諸元とその異常値修正後諾元；需要分
析想定上必要な口数，電力量，収入等の諸元

®他電力情報とその異常値修正後諸元；①に同じ
⑥外部指標；GNP，生産量，普及率等の外部指

標

④想定デ ー ク；想定値
などの約8200項目の諸元から成っており，月・四
半期・期・年度単位に最大11 ヶ年の実績値を保持
できる。

4 あ と が き

当ジステムによって，省力化，迅速化，即応化，
想定の質的向上，視覚による理解・判断の補助等
の効果が期待でき，需要構造の変化への対応にも
寄与できるものと考える。

（技術システムG)
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